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本会が運営する「ふくい外国人介護職員支援センター」
の第3期生のタイ人介護技能実習生7人が6月9日に
入国し、12日から1カ月間にわたる入国後講習が始
まりました。 （6・7ページに関連記事）

こころでつながろう！福井

「研修受講サポートシステム」の事業所情報の更新をお願いします

各研修の案内は、研修の２か月前に本会ホームページに開催要項を掲載するほか、「研修受講サポートシステム」に登録
された事業所情報に基づきメールを送信しています。また同時に「研修受講サポートシステム」での受付も開始いたし
ます。郵送でのご案内はいたしませんのでご了承ください。多くの方のご受講お待ちしております。

研修名 開催日時等 申込締切

メンタルヘルス研修（一般職員コース）
福祉職員のための心理学入門講座 8月21日(月)

９月 7日（木） 10：00～16：00

メンタルヘルス研修（リーダー・管理職コース）
職場におけるメンタルヘルス対策研修 8月28日(月)

９月１４日（木） 13：30～16：30

人材育成のためのコーチング
≪基礎≫研修 8月25日(金)９月２９日(金）10：00～16：00

会場：福井県社会福祉センター

現在募集中の研修です。多くの方の申し込みをお待ちしています！

オンライン

オンライン

集 合

今年度後半（10月～翌年３月）の研修日程は７月１４日㈮にメール送信しております。ご確認ください。

研修案内は、研修受講サポートシステムに登録されたメールアドレスに送信します。
旧メールアドレスや入力に誤りがあると案内が届きません。お手数ですが、最新の事業所情報への更新をお願いいたします。

研修受講サポートシステムにログイン▶利用者メニューの「事業所マスタ更新」をクリック▶
事業所情報の確認・修正▶更新をクリック

更新方法

このほか、生涯研修、
認知症介護実践者研
修、介護支援専門員研
修、保育士等キャリア
アップ研修なども実
施しています。
日程等は本会ホーム
ページでご確認
ください。
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8P 連載「社会福祉法人が取り組むSDGｓ」
◆～社会福祉法人 慶秀会～

◆寄付・寄贈
◆福井県社会福祉研修所 研修開催案内

報告
◆第62回福井県保育研究大会

社協TOPICS
◆ボランティア体験2023体験者募集中！社協TOPICS

◆タイ人技能実習生が
　県内の介護事業所で活躍中！

社協TOPICS
◆タイ人技能実習生第5期生受入施設募集
◆「ちょこっと就労」参加者募集

報告
◆令和4年度事業報告・決算のポイント

寄付者

寄付先

♥5月29日
一般社団法人
生命保険協会福井県協会 様
●寄付金　50,000円
福井県社会福祉協議会
「子ども未来応援バンク」

寄付者

寄付先

♥6月5日
株式会社　京呉服平田 様
●寄付金　300,000円
福井県社会福祉協議会
「子ども未来応援バンク」

寄付者
寄付先

♥6月20日
匿名の方（福井市在住）　●寄付金　30,000円
福井県社会福祉協議会「子ども未来応援バンク」

寄付者

寄付先

♥6月15日
福井県信用金庫協会 様
●寄付金　202,000円
●使用済み切手34.9㎏、
　書き損じはがき5枚
福井県社会福祉協議会

心温まる寄付・寄贈に
心から感謝申し上げます。 
皆様の善意は有効に

活用させていただきます。

寄贈者

寄贈先

♥5月15日
匿名の方（福井市在住）
●精米30㎏

子ども食堂



特
集

10
月
１
日
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始

社
会
福
祉
法
人
の
対
応
は
？

本会では、社会福祉事業者からのインボイスに関する相談に
も社会福祉施設経営相談室で対応しています。社会福祉法人・
施設の適正かつ安定的な経営とサービスの向上に資するため、
税務を含む経営全般をはじめ、利用者へのサービスに関するこ
となど、法人や施設が直面するさまざまな課題について、福祉
施設経営指導員が個別に相談に応じています。ぜひお気軽にお
問い合わせください。

福祉関係者の皆様へ
社会福祉施設経営相談室のご案内

TEL 0776−24−2347  FAX 0776−24−8942

国税庁のインボイス制度
特設サイトのＱＲコード

取引先課税事業者B免税事業者A

Aが登録しなかった場合

仕入れ 3,300円
うち消費税 300円

売り上げ 6,600円
うち消費税 600円

商品・サービス

代　金

消費税300円が
納税免除

仕入れ 6,600円
うち消費税 600円

仕入れ 3,300円
うち消費税 300円

売り上げ 6,600円
うち消費税 600円

売り上げと仕入れの
税の差額300円を納税

売り上げと仕入れの
税の差額400円を納税

販売
・

サービス提供

仕入税額控除

仕入税額控除

現
　
　
　
行

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入

A A

現行と
同じ

B

現行と
同じ

B

仕入税額控除が
できず1,000円を

納税

Aが登録した場合

売り上げ 11,000円
うち消費税 1,000円

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
消
費
税
額
の
仕
入

税
額
控
除
に
関
わ
る
新
た
な
仕
組
み
で
す
。

例
え
ば
消
費
税
率
10
％
の
商
品
を
税

込
み
６
６
０
０
円
で
仕
入
れ
、
税
込
み

１
万
１
０
０
０
円
で
販
売
し
た
場
合
、
こ
の

事
業
者
が
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
消
費
税

額
は
、
販
売
に
係
る
消
費
税
額
１
０
０
０
円

か
ら
仕
入
先
に
支
払
い
済
み
の
６
０
０
円
を

差
し
引
い
た
４
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

令
和
元
年
10
月
に
税
率
が
10
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
際
、軽
減
税
率
制
度
が
導
入
さ
れ
、

飲
食
料
品
な
ど
は
税
率
８
％
に
据
え
置
か
れ

ま
し
た
。複
数
の
税
率
が
混
在
す
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
適

用
税
率
や
消
費
税
額
を
正
確
に
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
適
切
に
記
載

し
た「
適
格
請
求
書
」（
イ
ン
ボ
イ
ス
）の
保
存

を
仕
入
税
額
控
除
の
要
件
と
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
よ
り
、
大
き
な
影

響
を
受
け
る
と
さ
れ
て
い
る
の
が
免
税
事

業
者
で
す
。基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が

１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
は
申
告
と
納

税
が
必
要
で
、
１
０
０
０
万
円
以
下
の
場
合

は
申
告
と
納
税
が
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
免
税
事
業
者
か
ら
の
仕
入
れ

に
お
い
て
も
仕
入
税
額
控
除
の
対
象
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入

に
よ
り
対
象
外
と
な
り
ま
す
。こ
の
た
め
、免

税
事
業
者
は
取
引
先
か
ら
値
引
き
を
求
め
ら

れ
た
り
、
取
引
自
体
を
敬
遠
さ
れ
た
り
す
る

可
能
性
も
あ
る
と
し
て
、
不
安
視
す
る
声
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

▄
負
担
軽
減
に
経
過
措
置

免
税
事
業
者
が
新
た
に
課
税
事
業
者
と

な
っ
た
り
、
免
税
事
業
者
か
ら
の
仕
入
れ
を

継
続
し
た
り
す
る
場
合
に
は
、
一
気
に
負
担

が
増
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
期
限
付
き
の
経

過
措
置
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。免
税
事
業

者
が
新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
っ
た
場
合

は
、
納
税
額
が
売
上
税
額
の
20
％
に
抑
え
ら

れ
ま
す
。課
税
事
業
者
と
な
ら
な
い
免
税
事

業
者
と
の
取
引
を
継
続
す
る
場
合
に
は
、
仕

入
税
額
控
除
の
可
能
割
合
が
段
階
的
に
縮
小

さ
れ
ま
す
。

大
幅
な
制
度
改
正
と
な
る
た
め
、
国
税
庁

は
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を

作
成
す
る
と
と
も
に
、
新
制
度
の
概
要
や
Ｑ

＆
Ａ
、
申
請
手
続
き
を
紹
介
す
る
特
設
サ
イ

ト
を
設
け
て
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

各
地
の
税
務
署
で
も
個
別
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

福
井
税
務
署
で
は
、
専
用
の
ブ
ー
ス
を
設

け
て
個
別
の
相
談
に
応
じ
て
お
り
、「
事
業
者

ご
と
に
規
模
や
取
引
状
況
が
多
種
多
様
な
た

め
、
単
純
に
免
税
事
業
者
な
ら
ど
う
し
た
ら

い
い
と
言
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。直
前
に

な
る
と
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
の
で
早
め
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
」と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

相
談
で
は
、例
え
ば
免
税
事
業
者
な
ら「
売

り
上
げ
先
が
一
般
消
費
者
か
事
業
者
か
」
な

ど
と
記
載
し
た
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
や
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
示
す
な
ど
し
な
が
ら
、
イ
ン
ボ

イ
ス
発
行
事
業
者
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
の

要
否
を
判
断
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
、

参
考
に
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
取
引
先
か
ら
値

引
き
を
求
め
ら
れ
た
り
、

取
引
自
体
を
敬
遠
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
を
懸
念
す
る

免
税
事
業
者
に
は
、
公
正

取
引
委
員
会
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
事
業
者
を

支
援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
機

関
や
団
体
の
窓
口
も
案
内

し
て
い
ま
す
。

消
費
税
に
関
す
る
新
た
な
ル
ー
ル
と
な
る
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）が

今
年
10
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。社
会
福
祉
業
界
は
多
く
が
免
税
事
業
者
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

新
制
度
の
導
入
で
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
、
税
務
当
局
や
社
会
福
祉
法
人
の
関
係
者

に
取
材
し
ま
し
た
。

インボイス制度のイメージ

2023 July　2
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本会では、社会福祉事業者からのインボイスに関する相談に
も社会福祉施設経営相談室で対応しています。社会福祉法人・
施設の適正かつ安定的な経営とサービスの向上に資するため、
税務を含む経営全般をはじめ、利用者へのサービスに関するこ
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社会福祉施設経営相談室のご案内
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免税事業者が
課税事業者として
登録した場合の
免税事業者に
対する経過措置

期　間 納 税 額
令和5年10月1日から令和8年9月30日
までの日の属する課税期間 売り上げに係る消費税額の20％

令和8年10月1日以降 売り上げに係る消費税額から
仕入れに係る消費税額を差し引いた額

課税事業者として
登録しない免税
事業者と取引を
継続する場合の
仕入事業者に
対する経過措置

期　間 取引先事業者の仕入税額に対する控除可能率
令和5年10月1日～
令和8年9月30日

80％
（仕入税額が600円の場合、控除可能額は480円）

令和8年10月1日～
令和11年9月30日

50％
（仕入税額が600円の場合、控除可能額は300円）

上記以外の課税期間 0％
※このほか免税事業者は現行の簡易課税制度を選択することもできる。業種に応じたみなし仕入率が
設定されており、売り上げに係る消費税額にみなし仕入率を掛けた額を売り上げに係る消費税額から
控除できる。

免税事業者や仕入事業者に対する経過措置
福
祉
業
界
で
見
て
み
る
と
、介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
は
じ
め
非
課
税
事
業
が
中
心

で
、
免
税
事
業
者
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

大
半
で
あ
り
、
多
く
の
社
会
福
祉
法
人
は
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
に
よ
る
影
響
は
あ
り
ま
せ

ん
。た

だ
し
、
障
が
い
者
の
就
労
支
援
な
ど
に

か
か
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
売
り
上
げ
な
ど

は
、
課
税
対
象
と
な
る
た
め
注
意
が
必
要
で

す
。課
税
売
上
高
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る

法
人
は
、
既
に
課
税
事
業
者
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
と
し
て
の

登
録
手
続
き
を
す
る
だ
け
で
大
丈
夫
で
す
。

一
方
で
課
税
売
上
高
１
０
０
０
万
円
以
下
の

免
税
事
業
者
は
、
取
引
先
と
の
関
係
も
考
慮

し
な
が
ら
、
新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
り
イ

ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
と
し
て
登
録
す
る

か
、
免
税
事
業
者
を
継
続
す
る
か
を
判
断
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▄
新
た
に
課
税
事
業
者
に

　

福
井
市
内
で
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

所
を
運
営
す
る
高
志
福
祉
会
で
は
、
現
在
の

免
税
事
業
者
か
ら
新
た
に
課
税
事
業
者
と
な

り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
を
す

る
こ
と
を
選
択
し
ま
し
た
。

統
括
管
理
者
の
岡
田
政
則
さ
ん
や
会
計

の
吉
田
圭
子
さ
ん
に
よ
る
と
、
懸
念
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
圧
力
的
な
内
容
と
は
全
く
異

な
り
ま
す
が
、
い
く
つ
か
の
取
引
先
か
ら
イ

ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
登
録
の
意
向
確
認

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。免
税
事
業

者
の
ま
ま
で
い
く
こ
と
も
検
討
し
ま
し
た

が
、
受
注
が
増
え
れ
ば
１
０
０
０
万
円
を
超

え
る
可
能
性
も
あ
り
、「
利
用
者
の
工
賃
ア
ッ

プ
を
目
指
し
て
い
る
の
に
、
課
税
売
上
高
を

１
０
０
０
万
円
以
下
に
抑
え
よ
う
と
い
う
の

は
矛
盾
し
て
し
ま
う
」
と
考
え
た
の
が
理
由

の
一
つ
で
す
。

免
税
事
業
者
の
中
に
は
、
消
費
税
の
納
税

免
除
を
見
込
ん
で
取
引
価
格
を
設
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
た

め
課
税
事
業
者
と
な
る
場
合
に
は
価
格
の
見

直
し
を
求
め
た
い
と
い
う
の
が
実
情
と
い
い

ま
す
。高
志
福
祉
会
で
も
消
費
税
を
含
む
総

額
で
取
引
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
は
値
上
げ
を

要
請
し
た
い
け
れ
ど
、
難
し
い
か
も
し
れ
な

い
と
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

事
務
手
続
き
面
の
負
担
も
懸
念
材
料
で

す
。「
シ
ス
テ
ム
や
経
理
で
の
対
応
を
ど
う
す

る
か
手
探
り
状
態
」と
の
こ
と
で
、税
理
士
や

税
務
署
に
相
談
し
な
が
ら
進
め
た
い
と
し
て

い
ま
す
。電
子
化
も
見
据
え
て
関
係
職
員
に

対
す
る
研
修
も
必
要
と
考
え
て
お
り
、「
実
際

に
起
動
す
る
ま
で
の
態
勢
を
整
え
る
の
が
大

変
で
す
」と
話
し
ま
す
。

▄
仕
入
事
業
者
の
立
場
も

課
税
対
象
事
業
の
規
模
の
大
き
な
社
会
福

祉
法
人
は
、
既
に
課
税
事
業
者
と
な
っ
て
お

り
、鯖
江
市
の
福
授
園
も
そ
の
一
つ
で
す
。雇

用
型
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
な
ど
を
運

営
し
、
独
自
ブ
ラ
ン
ド
の
豆
腐
や
木
工
製
品

も
生
産
し
て
い
ま
す
。石
川
治
樹
理
事
長
に

よ
る
と
、
ま

ず
は
取
引
の

大
き
な
と
こ

ろ
を
中
心
に

27
、
28
社
と

イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
関
係
の

手
続
き
を
進

め
て
い
ま

す
。仕

入
事
業

者
で
も
あ
り
、
取
引
先
に
免
税
事
業
者
も
い

ま
す
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に
な
ら

な
い
か
ら
取
引
を
や
め
る
と
い
う
こ
と
は
あ

り
得
な
い
と
断
言
し
ま
す
。

取
引
先
は
事
業
を
し
て
い
く
上
で
大
切
な

パ
ー
ト
ナ
ー
で
、
実
際
に
相
手
先
担
当
者
と

の
関
係
で
仕
事
が
広
が
っ
た
こ
と
も
あ
る
と

の
こ
と
で
、「
当
施
設
で
で
き
る
こ
と
と
で
き

な
い
こ
と
を
分
か
っ
た
上
で
声
を
掛
け
て
い

た
だ
け
て
い
ま
す
」と
感
謝
。今
後
の
免
税
事

業
者
と
の
取
引
に
関
し
て
も
「
お
互
い
に
相

手
を
思
っ
て
や
っ
て
い
け
る
か
が
判
断
基
準

で
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

商品の仕上げや検品などを行う福授園の利用者

3　2023 July



令和４年度　事業報告・決算のポイント
県内におけるコロナ特例貸付の実績が延１万２千件、
総額43億８千万円というこれまでにない規模になった
ことを踏まえても、新型コロナウイルス感染拡大により
顕在化した生活困窮の拡がりを実感することができま
す。こうした状況の中、償還支援に加えて一人ひとりに
寄り添った生活支援を行うため、行政・市町社協・社
会福祉法人との連携を通じたセーフティネット機能の強
化に取り組みました。
地域では、見守りや互助が必要な人たちの社会的孤

立が進むことを防ぐため、多様な居場所づくりや無関心
をなくすための意識啓発、関係機関の連携強化にも取
り組みました。

福祉サービスにおいては、幅広い層に福祉職場の魅
力を発信し、福祉を支える人材の発掘や確保、採用に
向けた支援を行ったほか、福祉専門職の質の向上と従
事者の育成にも努めました。
また、令和２年度から取り組んできた外国人介護人
材育成支援事業では、タイ王国からの技能実習生の受
け入れもスタートしました。
事務局の組織強化では、課所を横断する企画推進

チームでの取組みや福井県立大学をはじめとする他機
関との協働による事業を展開するなど、新たな課題に
チャレンジする体制づくりとネットワークのづくりにも取
り組みました。

一人ひとりが大切にされる地域づくりのため、多様
な居場所づくりや無関心をなくす意識啓発、関係機関
の連携強化に向けて取り組みました。

⑴子ども未来支援事業の実施
①子ども食堂等地域の居場所づくりへの支援
・「子ども未来応援バンク」の立ち上げと寄付金品の
預託　寄付額126万円（前年度比＋56万円）

・立ち上げに対する助成　20万円×２団体
・「子どもの居場所づくりスキルアップ講座」の開催
　参加者数20人
・「福井県内子ども食堂ガイド2022」の作成、配布
②社会的養護児童の自立支援助成
児童養護施設退所者および里親委託解除児童への
自立支援助成　助成人数21人

⑵ふくい健康長寿祭の実施（３年ぶり）
会場　越前市　参加者数1,522人
⑶ラジオ講座「いきいきライフ」
・元気シニア団体の活動紹介（12団体）
・川柳コンテストの実施（応募作品225句）
・公開講座の開催　参加者数49人
⑷全国健康福祉祭（ねんりんピック）の実施
「第34回全国健康福祉祭神奈川・横浜・川崎・相模原
大会」選手派遣（３年ぶり）
派遣人数162人
⑸福井県まごころ基金助成事業の実施
9 団体（うちチャレンジ枠 3団体）

⑹地域共生社会づくりをテーマにしたセミナー・講演会
の開催
①丸ごと支え合う地域づくり推進セミナーの開催
参加者数約60人
②地域共生フォーラムの開催
参加者数約200人

福祉を支える人材の確保に向けた支援を行ったほ
か、福祉専門職の育成に努めました。併せて、外国人
介護人材の確保に取り組みました。

⑴福祉人材センター（嶺南福祉人材バンク）・
　保育人材センター
・福祉人材無料職業紹介事業の実施
・ふくい福祉就職フェア（嶺北嶺南　各２回）
・その他講座等の実施・調査の実施
　（ふくし入門教室、学校訪問説明会）
・介護人材確保定着総合推進事業の実施
　（事業所訪問、ちょこっと就労、介護資格届出制度、
介護入門的研修、若手介護職員定着支援事業、処遇
改善支援等）

⑵外国人介護人材育成支援事業の実施
・ふくい外国人介護職員支援センター運営事業の実施
　タイ技能実習生14人（第1・2期生）の介護施設での
受入れ支援

・日本語講習支援事業の実施
・介護導入講習支援事業の実施（福井県介護福祉士会
に委託）

・入国後講習事業の実施
・日本語学習フォローアップ事業の実施
⑶各種研修事業の実施
40事業　275日　受講者総数3,034人

コロナ特例貸付を活用しても困窮状態から脱しない
県民も少なくなく、行政と市町社協等と連携しての生
活困窮者支援に取り組みました。

⑴生活福祉資金貸付事業の実施
①各種生活福祉資金の貸付
　（総合支援資金、福祉資金福祉費、緊急小口資金、
　教育支援資金、不動産担保型生活資金）
　貸付承認49件　11,919,000円

②DWATチーム員の資質向上のための研修、訓練の実施
・登録２年目のチーム員を対象としたフォローアップ研修
（ミドル研修）
・連絡・参集訓練
・避難所支援にかかる実地訓練の実施
③他都道府県DWATチームとの情報交換や連携づくり
 「3.11希望の灯り点灯式2023」の実施

他機関との協働による事業を展開するなど、新たな
課題へのチャレンジに向けた組織体制づくりやネット
ワークの創出に取り組みました。

⑴福祉ブランディングや社会福祉法人によるSDGsの取
組み支援
 ・「福幸チャレンジ2022」事業の実施
　福井県立大学と協働し福祉の魅力を広報

⑵福井県社会福祉センターの指定管理（総合相談）
⑶地域における公益的な取組みの推進
⑷第69回福井県社会福祉大会の開催
⑸「第５次ふくい地域福祉プラン21」の進行管理
　（中間評価）

②新型コロナウイルス感染症の影響を受けた世帯への
　生活福祉資金の特例貸付
・貸付決定　1,141件／411,800,000円
・償還免除決定　3,096件／1,005,180,860円
・償還猶予決定　350件
③生活福祉資金担当職員連絡会（オンライン）
３回

④生活福祉資金担当課所長会議（オンライン）
１回

⑵社協ワーカー養成研修の開催
参加者数延べ35人

⑶日常生活自立支援事業の実施
契約締結件数109件

⑷市町社協の経営・事業活動の基盤強化
・市町社協会長会の運営支援
・市町社協トップセミナーの開催
・市町社協事務局長会議の開催（３回）
・地域福祉・ボランティア担当者会議の開催（３回）

⑸災害福祉支援ネットワークの構築
①災害派遣福祉チーム員の養成研修（ビギナー研修）
の実施（２回）、登録（22人）

Ⅰ 社会的孤立を生まない地域づくり Ⅱ 地域と福祉を支える担い手づくり

Ⅲ 制度の狭間を生まない包括的支援体制づくり

Ⅳ 新たな課題に取り組む組織・ネットワークづくり

対応した職員および日常的に代表電話を取り次ぐ職
員に対し、丁寧な対応をするよう改めて注意喚起し
た。また、全職員を対象に接遇研修を実施した。

電話を担当者に取り次ぐ際に不手際
があり、結果的に講座受講の希望に
沿うことができなかった。

電話の取次ぎの
不手際

関係事業課所の全ての職員に対して、当該対応の必
要な事業所を改めて確認して情報共有するとともに、
注意喚起した。

当該事業所が振込による支払いが月
１回であることを了承していたのに、
振込を複数回催促してしまった。

研修受講料振込の
複数回の催促

苦　情　内　容分　類№

１

2

対　　　　　応

令和4年度の苦情受付・解決への取組み
〔対応件数〕
 2件

経常経費
補助金収入
215,832

人件費支出
273,129

助成金支出
14,904

貸付事業支出
462,569

その他の支出
6,309

その他の収入
36,347

事業収入
59,772

貸付事業収入
86,657

受託金収入
216,015

収 入 支 出

627,710千円 1,182,530千円

令和4年度事業活動による収支の概要

　令和４年度は、コロナ禍で中止・規模縮小されていた事業が再開し、事業に係る補助金が増額したことで前年度から増収と
なった一方で、コロナ特例貸付の終了（9月末）で貸付金が減少したことにより、支出も減少しました。
　なお、事業活動資金収支差額が大幅なマイナスとなっているのは、コロナ特例貸付の補助金（2,086,948 千円）を国指定の
会計処理に従って「その他の活動による収入」として処理したことで、上記収入として算入していないことによるものです。

事業費支出
375,679

事務費支出
49,940

（単位：千円）受取利息　
配当金収入

13,087

※ 経常的な事業活動の収支状況
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令和４年度　事業報告・決算のポイント
県内におけるコロナ特例貸付の実績が延１万２千件、
総額43億８千万円というこれまでにない規模になった
ことを踏まえても、新型コロナウイルス感染拡大により
顕在化した生活困窮の拡がりを実感することができま
す。こうした状況の中、償還支援に加えて一人ひとりに
寄り添った生活支援を行うため、行政・市町社協・社
会福祉法人との連携を通じたセーフティネット機能の強
化に取り組みました。
地域では、見守りや互助が必要な人たちの社会的孤

立が進むことを防ぐため、多様な居場所づくりや無関心
をなくすための意識啓発、関係機関の連携強化にも取
り組みました。

福祉サービスにおいては、幅広い層に福祉職場の魅
力を発信し、福祉を支える人材の発掘や確保、採用に
向けた支援を行ったほか、福祉専門職の質の向上と従
事者の育成にも努めました。
また、令和２年度から取り組んできた外国人介護人
材育成支援事業では、タイ王国からの技能実習生の受
け入れもスタートしました。
事務局の組織強化では、課所を横断する企画推進

チームでの取組みや福井県立大学をはじめとする他機
関との協働による事業を展開するなど、新たな課題に
チャレンジする体制づくりとネットワークのづくりにも取
り組みました。

一人ひとりが大切にされる地域づくりのため、多様
な居場所づくりや無関心をなくす意識啓発、関係機関
の連携強化に向けて取り組みました。

⑴子ども未来支援事業の実施
①子ども食堂等地域の居場所づくりへの支援
・「子ども未来応援バンク」の立ち上げと寄付金品の
預託　寄付額126万円（前年度比＋56万円）

・立ち上げに対する助成　20万円×２団体
・「子どもの居場所づくりスキルアップ講座」の開催
　参加者数20人
・「福井県内子ども食堂ガイド2022」の作成、配布
②社会的養護児童の自立支援助成
児童養護施設退所者および里親委託解除児童への
自立支援助成　助成人数21人

⑵ふくい健康長寿祭の実施（３年ぶり）
会場　越前市　参加者数1,522人

⑶ラジオ講座「いきいきライフ」
・元気シニア団体の活動紹介（12団体）
・川柳コンテストの実施（応募作品225句）
・公開講座の開催　参加者数49人
⑷全国健康福祉祭（ねんりんピック）の実施
「第34回全国健康福祉祭神奈川・横浜・川崎・相模原
大会」選手派遣（３年ぶり）
派遣人数162人

⑸福井県まごころ基金助成事業の実施
9 団体（うちチャレンジ枠 3団体）

⑹地域共生社会づくりをテーマにしたセミナー・講演会
の開催
①丸ごと支え合う地域づくり推進セミナーの開催
参加者数約60人

②地域共生フォーラムの開催
参加者数約200人

福祉を支える人材の確保に向けた支援を行ったほ
か、福祉専門職の育成に努めました。併せて、外国人
介護人材の確保に取り組みました。

⑴福祉人材センター（嶺南福祉人材バンク）・
　保育人材センター
・福祉人材無料職業紹介事業の実施
・ふくい福祉就職フェア（嶺北嶺南　各２回）
・その他講座等の実施・調査の実施
　（ふくし入門教室、学校訪問説明会）
・介護人材確保定着総合推進事業の実施
　（事業所訪問、ちょこっと就労、介護資格届出制度、
介護入門的研修、若手介護職員定着支援事業、処遇
改善支援等）

⑵外国人介護人材育成支援事業の実施
・ふくい外国人介護職員支援センター運営事業の実施
　タイ技能実習生14人（第1・2期生）の介護施設での
受入れ支援

・日本語講習支援事業の実施
・介護導入講習支援事業の実施（福井県介護福祉士会
に委託）

・入国後講習事業の実施
・日本語学習フォローアップ事業の実施
⑶各種研修事業の実施
40事業　275日　受講者総数3,034人

コロナ特例貸付を活用しても困窮状態から脱しない
県民も少なくなく、行政と市町社協等と連携しての生
活困窮者支援に取り組みました。

⑴生活福祉資金貸付事業の実施
①各種生活福祉資金の貸付
　（総合支援資金、福祉資金福祉費、緊急小口資金、
　教育支援資金、不動産担保型生活資金）
　貸付承認49件　11,919,000円

②DWATチーム員の資質向上のための研修、訓練の実施
・登録２年目のチーム員を対象としたフォローアップ研修
（ミドル研修）
・連絡・参集訓練
・避難所支援にかかる実地訓練の実施
③他都道府県DWATチームとの情報交換や連携づくり
 「3.11希望の灯り点灯式2023」の実施

他機関との協働による事業を展開するなど、新たな
課題へのチャレンジに向けた組織体制づくりやネット
ワークの創出に取り組みました。

⑴福祉ブランディングや社会福祉法人によるSDGsの取
組み支援
 ・「福幸チャレンジ2022」事業の実施
　福井県立大学と協働し福祉の魅力を広報

⑵福井県社会福祉センターの指定管理（総合相談）
⑶地域における公益的な取組みの推進
⑷第69回福井県社会福祉大会の開催
⑸「第５次ふくい地域福祉プラン21」の進行管理
　（中間評価）

②新型コロナウイルス感染症の影響を受けた世帯への
　生活福祉資金の特例貸付
・貸付決定　1,141件／411,800,000円
・償還免除決定　3,096件／1,005,180,860円
・償還猶予決定　350件
③生活福祉資金担当職員連絡会（オンライン）
３回
④生活福祉資金担当課所長会議（オンライン）
１回

⑵社協ワーカー養成研修の開催
参加者数延べ35人

⑶日常生活自立支援事業の実施
契約締結件数109件

⑷市町社協の経営・事業活動の基盤強化
・市町社協会長会の運営支援
・市町社協トップセミナーの開催
・市町社協事務局長会議の開催（３回）
・地域福祉・ボランティア担当者会議の開催（３回）

⑸災害福祉支援ネットワークの構築
①災害派遣福祉チーム員の養成研修（ビギナー研修）
の実施（２回）、登録（22人）

Ⅰ 社会的孤立を生まない地域づくり Ⅱ 地域と福祉を支える担い手づくり

Ⅲ 制度の狭間を生まない包括的支援体制づくり

Ⅳ 新たな課題に取り組む組織・ネットワークづくり

対応した職員および日常的に代表電話を取り次ぐ職
員に対し、丁寧な対応をするよう改めて注意喚起し
た。また、全職員を対象に接遇研修を実施した。

電話を担当者に取り次ぐ際に不手際
があり、結果的に講座受講の希望に
沿うことができなかった。

電話の取次ぎの
不手際

関係事業課所の全ての職員に対して、当該対応の必
要な事業所を改めて確認して情報共有するとともに、
注意喚起した。

当該事業所が振込による支払いが月
１回であることを了承していたのに、
振込を複数回催促してしまった。

研修受講料振込の
複数回の催促

苦　情　内　容分　類№

１

2

対　　　　　応

令和4年度の苦情受付・解決への取組み
〔対応件数〕
 2件

経常経費
補助金収入
215,832

人件費支出
273,129

助成金支出
14,904

貸付事業支出
462,569

その他の支出
6,309

その他の収入
36,347

事業収入
59,772

貸付事業収入
86,657

受託金収入
216,015

収 入 支 出

627,710千円 1,182,530千円

令和4年度事業活動による収支の概要

　令和４年度は、コロナ禍で中止・規模縮小されていた事業が再開し、事業に係る補助金が増額したことで前年度から増収と
なった一方で、コロナ特例貸付の終了（9月末）で貸付金が減少したことにより、支出も減少しました。
　なお、事業活動資金収支差額が大幅なマイナスとなっているのは、コロナ特例貸付の補助金（2,086,948 千円）を国指定の
会計処理に従って「その他の活動による収入」として処理したことで、上記収入として算入していないことによるものです。

事業費支出
375,679

事務費支出
49,940

（単位：千円）受取利息　
配当金収入

13,087

※ 経常的な事業活動の収支状況
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社協トピックス T O P I C S

タイ人技能実習生  受入施設募集タイ人技能実習生  受入施設募集
～2024年春 入国予定者（第５期生）～

「明るい性格で、年配者に対する尊敬や思いやりに溢れる」
タイ人介護技能実習生の受入施設を募集いたします。具体的な
説明や相談等を希望される場合は、下記まで連絡ください。

県社協の取り組みの特色（メリット）
●介護現場に精通した職員が体制づくりからアドバイスを行い、外国人介護職員受入れの不安を解消
●施設配属前には、県介護福祉士会と連携して介護講習を実施し、施設の実習にスムーズに移行
●タイ語の専任通訳職員が実習生とのコミュニケーションをフォロー
●実習開始後も日本語上達に向け、独自の日本語研修を毎月開催

問 合 せ 先　ふくい外国人介護職員支援センター（福祉人材課）　
　　　　　　☎ 0776-24-0086　　FAX 0776-24-0063  　E-mail： kaigo@f-shakyo.or.jp

これまでに受入れた
タイ人介護技能実習生
に関する動画はこちら
からご覧になれます➡

「ちょこっと就労」参加者募集中！「ちょこっと就労」参加者募集中！

福井県福祉人材センター（福祉人材課）
☎0776-28-3180　E-mail : jinzai-center@f-shakyo.or.jp

高齢者の方々が暮らす介護施設では、介護以外にも配膳や清掃など、暮らしに
まつわる多くの業務があります。そこで、あなたの空き時間を活用し、日数や
時間を柔軟に調整しながら働いていただけるのが、「ちょこっと就労」です。

Q 私も働けますか？

A 健康な方、空いたお時間が
ある方なら、どなたでも応募
いただけます！まずはお気
軽に、ご連絡ください。

Q どこで、どれくらい働くの？

A みなさまのご希望によって調整できます。
場所や労働条件は、ご連絡をいただいた
あと、それぞれの施設とのマッチングや
面談のなかで詳細を決定します。

Q 仕事の内容は？

A 介護職員の補助的な業務が
主ですが、みなさまの都合
や体力にあわせて、柔軟に
調整させていただきます。

よ
く
あ
る
ご
質
問

応募の流れ
まずは一度、ご連絡ください！
福祉人材センターの職員がお話
を伺い、ご希望をもとにマッチ
ングを行います。

お
問
合
せ

マ
ッ
チ
ン
グ

見
学
・
面
談

採
用
！

登録は　
こちらから▶※福井県福祉人材センターは、福井県社会福祉協議会が運営する無料職業紹介所です。

　（許可番号 18－ム－010001）

福井県福祉人材センター
LINE公式アカウント
友だち募集中！

「ちょこっと就労」
とは？

「ちょこっと就労」
とは？

お
仕
事
の
内
容

清掃清掃 配膳配膳皿洗い皿洗い etc…

監 理 団 体　社会福祉法人 福井県社会福祉協議会
　　　　　　（ふくい外国人介護職員支援センター）
募 集 施 設　県内の介護施設・事業所　5施設・事業所程度　
技能実習生　タイ人介護技能実習生　10人程度（18歳～20代前半）
受 入 要 件 （1）原則として2人以上での受入れ
 （2）基本的な受入期間は3年間
 （3）日本人と同等以上の月給のほか、監理費が必要
 （4）住居（寮）の確保等　※詳細についてはお問い合わせください

外
国
人
介
護
人
材
育
成
支
援
事
業
の
取
組
み
状
況

〜
タ
イ
人
技
能
実
習
生
が
県
内
の
介
護
事
業
所
で
活
躍
中
！
〜

あなたの空き時間を活用し、高齢者の方々の暮らしを支えるお仕事です。

問
合
せ
先

第３期生（2023年 6月 9日入国）

入国後講習の様子（第３期生）

技
能
実
習
生
受
入
れ
状
況

本
会
で
は
県
や
県
介
護
福
祉
士
会
と
連
携

し
、
県
内
介
護
事
業
所
へ
の
タ
イ
人
技
能
実

習
生
の
受
入
れ
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
入
国
し
た
第
１
期
生
と
第
２
期
生
を

合
わ
せ
た
14
名
が
、
現
在
、
県
内
８
事
業
所

で
実
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
６

月
に
は
第
３
期
生
７
名
が
入
国
し
、
１
か
月

間
の
入
国
後
講
習
の
受
講
後
、
７
月
か
ら
４

事
業
所
で
技
能
実
習
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

今
秋
入
国
予
定
の
第
４
期
生
６
名
の
受
入

れ
に
つ
い
て
も
３
事
業
所
に
よ
る
面
接
・
内

定
手
続
き
が
完
了
し
て
お
り
、
昨
年
春
の
入

国
制
限
の
緩
和
以
降
、
年
２
回
の
ペ
ー
ス
で

受
入
れ
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
令
和
６
年
春
入
国
予
定
候
補
者
の

受
入
事
業
所
を
募
集
中
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
頁
参
照
）

実
習
の
様
子

第
１
期
生
と
第
２
期
生
は
、
実
習
開
始
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
１
年
、
半
年
が
経
過
し
て
い
ま

す
が
、
実
習
施
設
の
丁
寧
な
指
導
や
本
人
の

努
力
も
あ
り
、
介
護
現
場
で
も
不
可
欠
な
存

在
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
特
に
第
１
期

生
は
夜
勤
シ
フ
ト
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

タ
イ
の
気
候
や
食
文
化
は
日
本
と
は
異
な

り
ま
す
が
、
タ
イ
人
は
日
本
人
と
気
質
が
と

て
も
似
て
お
り
、
利
用
者
や
職
員
に
早
い
段

階
で
違
和
感
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

現
地
の
教
育
機
関
と
連
携
し
た
受
入
れ

県
で
は
令
和
２
年
度
か
ら
タ
イ
の
ド
ゥ
ア

ン
・
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
財
団
、
現
地
高
校
と
の

連
携
に
よ
る
介
護
人
材
の
教
育
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
第
３
期
生

に
は
、
こ
こ
で
育
成
さ
れ
た
高
校
卒
業
生
３

名
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

現
地
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
高
校

数
が
拡
大
し
て
お
り
、
多
く
の
生
徒
が
福
井

で
の
介
護
技
能
実
習
を
希
望
し
、
日
本
語
講

習
や
介
護
技
術
講
習
に
日
々
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
高
校
生
以
外
で
も
現
地
国
立
大
学

の
日
本
語
学
科
と
も
連
携
し
、
大
学
卒
業
生

の
受
入
れ
を
進
め
る
ほ
か
、
既
に
提
携
し
て

い
る
送
出
し
機
関
・
介
護
専
門
学
校
か
ら
の

受
入
れ
も
併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

外
国
人
介
護
人
材
の
受
入
れ
に
取
り
組
む

事
業
所
が
増
加
す
る
中
、
受
入
れ
手
段
（
制

度
）
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
特
に
技
能
実

習
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
見
直
し
が
検

討
さ
れ
て
お
り
、
１
～
２
年
後
に
新
制
度
に

移
行
す
る
見
込
み
で
す
。
受
入
事
業
所
、
監

理
団
体
に
は
、
よ
り
適
正
な
受
入
れ
と
監
理

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
県
社

協
と
し
て
は
引
き
続
き
事
業
所
の
受
入
れ
体

制
の
強
化
を
適
切
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。今

後
も
県
内
の
介
護
人
材
確
保
と
い
う
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
本
語
教
育
】

　
介
護
技
能
実
習
の
制
度
要
件
と
し
て
、

入
国
前
に
日
本
語
能
力
試
験
Ｎ
４
レ
ベ
ル 

（「
※
解
説
」参
照
）
以
上
に
合
格
す
る
要
件
が
あ

る
た
め
、日
本
語
教
師
を
現
地
に
派
遣
し
、長

期
間
に
渡
る
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た

入
国
前
・
入
国
後
の
講
習
で
も
介
護
現
場
で

必
要
な
日
本
語
の
講
習
を
２
４
０
時
間
以
上

行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、
実
習
開
始
後
も
、

各
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
日
本
語
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

講
習
を
月
２
回
行
う
な
ど
、
日
本
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
重
視
し
た
教

育
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

【
介
護
技
術
講
習
】

　
県
介
護
福
祉
士
会
と
連
携
し
、
現
地
で
行

う
介
護
訓
練
講
習（
１
６
０
時
間
以
上
）と
入

国
前
・
入
国
後
に
行
う
介
護
導
入
講
習（
42
時

間
）
を
、「
福
井
の
介
護
現
場
」
を
想
定
し
た

内
容
と
連
続
性
の
あ
る
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、
受
入
施
設
に
は
実
習
期
間
中
、

監
理
団
体（
本
会
）に
よ
る
監
査
・
訪
問
指
導

も
行
っ
て
お
り
、
一
貫
性
を
持
っ
た
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

（
※
解
説
）日
本
語
能
力
試
験
Ｎ
４
レ
ベ
ル

　
基
本
的
な
語
彙
や
漢
字
を
使
っ
て
書
か
れ
た
日
常
生
活

の
身
近
な
話
題
の
文
章
を
読
ん
で
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。ま
た
、日
常
的
な
場
面
で
、や
や
ゆ
っ
く
り
と
話
さ

れ
る
会
話
で
あ
れ
ば
、内
容
が
ほ
ぼ
理
解
で
き
る
。

実
習
生
の
日
本
語・介
護
教
育
に
つ
い
て
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タイ人技能実習生  受入施設募集タイ人技能実習生  受入施設募集
～2024年春 入国予定者（第５期生）～
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Q どこで、どれくらい働くの？
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あと、それぞれの施設とのマッチングや
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ッ
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　（許可番号 18－ム－010001）

福井県福祉人材センター
LINE公式アカウント
友だち募集中！

「ちょこっと就労」
とは？

「ちょこっと就労」
とは？

お
仕
事
の
内
容

清掃清掃 配膳配膳皿洗い皿洗い etc…

監 理 団 体　社会福祉法人 福井県社会福祉協議会
　　　　　　（ふくい外国人介護職員支援センター）
募 集 施 設　県内の介護施設・事業所　5施設・事業所程度　
技能実習生　タイ人介護技能実習生　10人程度（18歳～20代前半）
受 入 要 件 （1）原則として2人以上での受入れ
 （2）基本的な受入期間は3年間
 （3）日本人と同等以上の月給のほか、監理費が必要
 （4）住居（寮）の確保等　※詳細についてはお問い合わせください

外
国
人
介
護
人
材
育
成
支
援
事
業
の
取
組
み
状
況

〜
タ
イ
人
技
能
実
習
生
が
県
内
の
介
護
事
業
所
で
活
躍
中
！
〜

あなたの空き時間を活用し、高齢者の方々の暮らしを支えるお仕事です。

問
合
せ
先

7　2023 July



社協トピックス T O P I C S

　 みんなの手で作り上げる、憩いの場をめざして
　越前市吉野地区は、自然豊かな環境である一方、近くに複数の大手企業が立地し
住宅街も多く、保育ニーズが高いこと等から約8年前に認定こども園「里山ほのか
学園」を開所しました。歩ける距離には高齢者向けのケアハウスも運営しています。
　裏には愛宕山があり、2年前に縁あってその一部を取得。日頃の活動に里山を有
効活用したいという思いから、「里山ほのかアドベンチャー古墳公園」の構想が生まれました。広さは東京ドーム10個分。
子どもだけでなく幅広い世代が自然に親しめるように、季節の花が咲き誇るフラワーガーデンや誰でも無理なく歩ける
遊歩道、キャンプ場など、地域に開かれた公園完成に向け構想は膨らみます。
　また、社会福祉法人が取り組むことで、住民をはじめ多くの方の参加協力を得やすく、公園づくりが活躍の場になっ
たり、新たな交流から生きがいづくりや活動のさらなる発展にも繋がっていきます。
　「１法人で出来ることは限られている。環境を最大限に生かして、法人のみならず地域住民、賛同する企業、保護者等
いろいろな人を巻き込みながら、お金をかけるのではなく、時間はかかっても人の手で出来る範囲で協働しながら作り
上げていきたい。」と永宮理事長は言います。皆で作りあげる憩いの場づくりは続きます。

　社会福祉法人慶秀会は、令和3年5月に「ふくいSDGｓパートナー」に登録、越
前市吉野地区に立地する施設周辺の豊かな里山環境を活かし、子どもから大人まで
幅広い層が自然に慣れ親しみ、交流できる憩いの場づくりを進めています。今回は、
その取り組みをご紹介します。

慶秀会×SDGs慶秀会×SDGs04

連載

社会福祉法人
が

　取り組む S
D G s

　 企業とともに桜の植樹
　ふくいSDGｓパートナーに登録している企業から提案
があり、令和4年10月に年長組の児童が参加して桜の
植樹を行いました。CSRの取
り組み等の一環として植林活
動を行っている企業の理念が、
法人の思いと合致し、実現し
た取り組みといえます。

　 慶秀会が取り組むSDGs
大自然の中、アウトドアで手軽に森林セラピーが体験でき、みんなの
憩いの場として健康な体力つくり、家族愛そして人とひととの交流を
支援します。
●子供たちが自然の中で、課外活動が出来るように積極的に支援します。
●職員全てが健康な体力そして精神力の強い心の持ち主を支援します。
●キャンプファイヤーが楽しめるツリーハウス、迷路、ミニ牧場、及び、
キャンプ場等がファミリーで利用できるように支援します。

［取材協力］社会福祉法人 慶秀会  理事長・事業統括本部長　永宮 慶秀 氏

施設敷地内で飼育しているヤギに、給食の
残飯や刈った草を与え、子どもたちの学び
に繋がっています。

「
第
62
回
福
井
県
保
育
研
究
大
会
」
の
分
科

会
を
６
月
11
日
㈰
に
あ
わ
ら
市
内
に
て
開
催

し
、
全
体
会
を
６
月
20
日
㈫
〜
30
日
㈮
ま
で

YouTube

に
て
配
信
し
ま
し
た
。
県
内
の
保
育

関
係
者
約
４
０
０
名
が
教
育
・
保
育
、
子
育
て

支
援
な
ど
に
関
す
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
学

び
を
深
め
ま
し
た
。

◎
８
つ
の
テ
ー
マ
別
分
科
会
討
議

分
科
会
は
４
年
ぶ
り
の
集
合
研
修
と
な
り
、

あ
わ
ら
市
内
の
各
こ
ど
も
園
を
会
場
と
し
て
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
究
討
議
の
内

容
は
も
と
よ
り
、
会
場
を
こ
ど
も
園
と
し
た
こ

と
で
、
参
加
者
か
ら
は
「
会
場
が
園
と
い
う
馴

染
み
深
い
場
所
だ
っ
た
の
で
雰
囲
気
が
と
て
も

よ
か
っ
た
」「
園
内
外
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
多
数
あ

り
ま
し
た
。

各
分
科
会
で
は
「
新
た
な
時
代
の
保
育
実
践
」

「
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
や
家
庭
へ
の
支

援
」
な
ど
、
８
つ
の
分
科
会
毎
に
、
日
頃
の
保

育
実
践
を
踏
ま
え
た
気
づ
き
や
課
題
に
関
す
る

意
見
発
表
の
後
、
数
人

の
グ
ル
ー
プ
討
議
で
熱

心
に
意
見
交
換
を
行
っ

た
う
え
で
助
言
者
か
ら

の
ま
と
め
を
聴
講
し
、

専
門
職
と
し
て
の
使
命

を
確
認
し
ま
し
た
。

◎
大
野
市
に
よ
る

　
研
究
発
表

大
野
市
地
区
保
育
会

が
、「
改
訂
保
育
所
保
育
指
針
・
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育
要
領
に
基
づ
く
保
育

の
実
践
〜
生
き
る
力
の
基
礎
を
育
む
た
め
に

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
各
園
で
の
研
究
と
な
っ
た

も
の
の
、
研
究
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
の
主
体

的
な
遊
び
の
中
に
学
び
を
見
取
り
、
保
護
者
や

小
学
校
の
教
諭
な
ど
に
も
発
信
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
過
程
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

◎
記
念
講
演
と
ま
と
め

記
念
講
演
で
は
、
東
京
大
学
の
汐
見
名
誉
教

授
が
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
園
を
、

街
を
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も
を
主
体
に
丁
寧

で
温
か
い
保
育
を
行
う
こ
と
で
、
子
ど
も
の
表

現
力
と
自
己
肯
定
感
が
大
き
く
伸
び
る
こ
と
等

に
つ
い
て
、
具
体
例
を
交
え
て
ご
教
示
い
た
だ

き
ま
し
た
。

最
後
に
読
み
上
げ
た
大
会
宣
言
で
は
、教
育
・

保
育
の
質
の
向
上
に
向
け
た
決
意
を
参
加
者
全

員
で
確
認
し
、
明
日
か
ら
の
実
践
に
向
け
て
気

持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

保
育
関
係
者
約
４
０
０
名
が
あ
わ
ら
市
に
集
合

〜
第
62
回
福
井
県
保
育
研
究
大
会
〜

分科会における意見発表等の様子

全体会における配信の様子

福井県ボランティアセンターでは、ボランティア体験期間を7月～12月までとし、体験者を広く募集しています。

活動・日程を約150の活動プログラムガイドの中から選んでボランティアをすることができます。

7 月 3 日（月）～ 12月 8 日（金）受 付 期 間

7 月22日（土）～ 12月22日（金）体 験 期 間

【問合せ先】福井県ボランティアセンター（地域福祉課）
 ☎0776-24-2433　E-mail:volunt@f-shakyo.or.jp　URL：https://www.f-shakyo.or.jp/

❶福祉施設の利用者との交流、レクリエーションのお手伝い
❷施設行事や地域で実施されるイベントの運営協力
❸ＮＰＯやボランティアグループが行う活動への参加

主な活動プログラム

HPと合わせて、ボランティア体験の情報など随時発信していきます！
ぜひフォローをして、あなたの活動も「#ランティー」で
投稿してみてください！

福井県ボランティアセンター
マスコットキャラクター

「ランティー」

▶

体験先一覧

福井県ボランティアセンターのインスタグラムを始めました！
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子どもだけでなく幅広い世代が自然に親しめるように、季節の花が咲き誇るフラワーガーデンや誰でも無理なく歩ける
遊歩道、キャンプ場など、地域に開かれた公園完成に向け構想は膨らみます。
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　「１法人で出来ることは限られている。環境を最大限に生かして、法人のみならず地域住民、賛同する企業、保護者等
いろいろな人を巻き込みながら、お金をかけるのではなく、時間はかかっても人の手で出来る範囲で協働しながら作り
上げていきたい。」と永宮理事長は言います。皆で作りあげる憩いの場づくりは続きます。

　社会福祉法人慶秀会は、令和3年5月に「ふくいSDGｓパートナー」に登録、越
前市吉野地区に立地する施設周辺の豊かな里山環境を活かし、子どもから大人まで
幅広い層が自然に慣れ親しみ、交流できる憩いの場づくりを進めています。今回は、
その取り組みをご紹介します。
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　ふくいSDGｓパートナーに登録している企業から提案
があり、令和4年10月に年長組の児童が参加して桜の
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り組み等の一環として植林活
動を行っている企業の理念が、
法人の思いと合致し、実現し
た取り組みといえます。
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大自然の中、アウトドアで手軽に森林セラピーが体験でき、みんなの
憩いの場として健康な体力つくり、家族愛そして人とひととの交流を
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ぜひフォローをして、あなたの活動も「#ランティー」で
投稿してみてください！

福井県ボランティアセンター
マスコットキャラクター

「ランティー」

▶

体験先一覧

福井県ボランティアセンターのインスタグラムを始めました！

9　2023 July
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本会が運営する「ふくい外国人介護職員支援センター」
の第3期生のタイ人介護技能実習生7人が6月9日に
入国し、12日から1カ月間にわたる入国後講習が始
まりました。 （6・7ページに関連記事）

こころでつながろう！福井

「研修受講サポートシステム」の事業所情報の更新をお願いします

各研修の案内は、研修の２か月前に本会ホームページに開催要項を掲載するほか、「研修受講サポートシステム」に登録
された事業所情報に基づきメールを送信しています。また同時に「研修受講サポートシステム」での受付も開始いたし
ます。郵送でのご案内はいたしませんのでご了承ください。多くの方のご受講お待ちしております。

研修名 開催日時等 申込締切

メンタルヘルス研修（一般職員コース）
福祉職員のための心理学入門講座 8月21日(月)

９月 7日（木） 10：00～16：00

メンタルヘルス研修（リーダー・管理職コース）
職場におけるメンタルヘルス対策研修 8月28日(月)

９月１４日（木） 13：30～16：30

人材育成のためのコーチング
≪基礎≫研修 8月25日(金)９月２９日(金）10：00～16：00

会場：福井県社会福祉センター

現在募集中の研修です。多くの方の申し込みをお待ちしています！

オンライン

オンライン

集 合

今年度後半（10月～翌年３月）の研修日程は７月１４日㈮にメール送信しております。ご確認ください。

研修案内は、研修受講サポートシステムに登録されたメールアドレスに送信します。
旧メールアドレスや入力に誤りがあると案内が届きません。お手数ですが、最新の事業所情報への更新をお願いいたします。

研修受講サポートシステムにログイン▶利用者メニューの「事業所マスタ更新」をクリック▶
事業所情報の確認・修正▶更新をクリック

更新方法

このほか、生涯研修、
認知症介護実践者研
修、介護支援専門員研
修、保育士等キャリア
アップ研修なども実
施しています。
日程等は本会ホーム
ページでご確認
ください。
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8P 連載「社会福祉法人が取り組むSDGｓ」
◆～社会福祉法人 慶秀会～

◆寄付・寄贈
◆福井県社会福祉研修所 研修開催案内

報告
◆第62回福井県保育研究大会

社協TOPICS
◆ボランティア体験2023体験者募集中！社協TOPICS

◆タイ人技能実習生が
　県内の介護事業所で活躍中！

社協TOPICS
◆タイ人技能実習生第5期生受入施設募集
◆「ちょこっと就労」参加者募集

報告
◆令和4年度事業報告・決算のポイント

寄付者

寄付先

♥5月29日
一般社団法人
生命保険協会福井県協会 様
●寄付金　50,000円
福井県社会福祉協議会
「子ども未来応援バンク」

寄付者

寄付先

♥6月5日
株式会社　京呉服平田 様
●寄付金　300,000円
福井県社会福祉協議会
「子ども未来応援バンク」

寄付者
寄付先

♥6月20日
匿名の方（福井市在住）　●寄付金　30,000円
福井県社会福祉協議会「子ども未来応援バンク」

寄付者

寄付先

♥6月15日
福井県信用金庫協会 様
●寄付金　202,000円
●使用済み切手34.9㎏、
　書き損じはがき5枚
福井県社会福祉協議会

心温まる寄付・寄贈に
心から感謝申し上げます。 
皆様の善意は有効に

活用させていただきます。

寄贈者

寄贈先

♥5月15日
匿名の方（福井市在住）
●精米30㎏

子ども食堂


